
“To acknowledge the duty accompanies every right” 

横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ     Bulletin No. 199 15 January, 2023 

- 1 -             

                       《2022-2023年度主題》  
国際会長    K‣C‣サミュエル(IND)  
     “Into the next 100 Years with FELLOWSHIP & IMPACT” 
アジア太平洋地域会長 チェン‣チ‣ミン(TWN) 
     “Elegantly Change with New Era” 
東日本区理事    佐藤 重良（甲府21） 
    「未来に向けて今すぐ行動しよう」  
湘南・沖縄部長  小松 仲史（厚木） 
    「楽しく・元気よく・前向きに」 
クラブ会長    今城 高之 
    「楽しく、なにはさておき楽しく！」 

2022-2023 クラブ役員 

会長   今城 高之 

直掩会長   辻  剛 

書記  岡田 美和 

会計  横田 孝久 

今月の聖句 

  「わが主なる神は、こう言われた。『お

前たちは、立ち帰って／ 

静かにしているならば救われる。安らかに

信頼していることにこそ 

力がある』と。」 イザヤ30・15 

2023年1月本例会 

日時 1月27日（金）17:00～ 

場所 かけはし都筑 

司会：坂口直樹 受付:鈴木 茂 

＝プログラム＝ 

1. 開会点鐘 

2. ワイズソング・ワイズの信条 唱和 

3. 会長挨拶 

4. 今月の聖句  相賀チャプレン 

5. ゲスト、ヴィジター紹介 

6. 2022-23年度第2回クラブ総会 

 ・2023-24年度クラブ役員人事の件 

7. 卓話 山本美津子さん （P4参照） 

  「都筑の武将たち」 

8. 協議・報告事項 

9. YMCA報告 

10. Happy Birthday 

 胡麻尻眞佐さん（1/10） 

 鴨下純久さん（1/16） 

11. アピール・スマイル 

12. 閉会点鐘 

                       

明 けましておめでとうございます。 

皆様はどのような新年をお迎えになられましたか。 

コロナで明けりコロナで暮れた昨年でしたが、新しい年も残念ながらコロ

ナ禍の中でのスタートとなってしまいました。 と申しても決して悲嘆する

ことはありません。 今年はまだ始まったばかり。 これまでの3年間で

培った知恵を駆使して、したたかにコロナと立ち向かい、少しでも明る

い、平和な社会造りに貢献するのが我々ワイズのスピリットではないで

しょうか。 

年度（ワイズでは7月に新年度が始まります)の初め、私はクラブ会長

としての「主題」をクラブメンバーの皆さんに提案しご賛同を頂きクラブ運

営にあたってまいりました。 掲げた「主題」は「楽しく、なにはさておき楽

しく！」 と言うものです。 過去に会長を務めた際にはもう少しもっとも

らしい主題を掲げたとと記憶します。 何故今年度は“楽しく・・・”を選

んだか改めて考えてみました。 コロナの席捲に加え、メンバーみんなの

高齢化や健康など、多重問題を抱えてのワイズ活動は、ともすれば先

細りとなり、以前のようにワイズでいることが楽しいといったことがなくなって

きたように感じられます。 かつてはワイズに参加し、新しい友が出来、

わいわいがやがやと論じてプログラムを立ち上げ実施する、といった状況

で活気にあふれたものでした。 クラブの新メンバーに、当時のことを説

明するのは容易ではありません。 どうすれば以前のように楽しくなるの

か、的確な回答は持ち合わせていませんが、みんなで知恵を絞り、お互

いに周りの声に耳を傾け、語り合いを続ければ必ずや、みんなが楽しく

感じられるクラブに蘇るであろうと信じています。 年度初めの本誌巻頭

メッセージにも書きましたが、「雑談のセランディピティ」を実践したいと考

えています。 科学の世界では、多くの偉大な発見や発明が、様々な

人たちによる意図しない「雑談」の中から生まれてきたという事実が在

り、それを「セランディピティ」と呼ぶと学びました。 子どものころに「三人

寄れば文殊の知恵」という言葉を習いました。 同じ意味だと思いま

す。もっとも、「船頭多くして船山に登る」という言葉も習いましたが・・・。  

 《巻頭メッセージ》      つづきワイズ 会長 今城高之 
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日時：2023年1月10日（火）17:00～19:00   

会場：田園都筑教会 

司会：今城高之会長 報告：岡田美和書記 

出席者：今城Ｔ・Ｈ、大野、岡田、鴨下、坂口 

  鈴木Ｋ・Ｓ、辻Ｔ・Ｔｓ、横田（11名） 

１．開会点鍾・黙祷          今城高之会長 

２．会長挨拶              今城高之会長 

３．出席者それぞれが新年を迎えての感想、抱負などを

 話す。（会の運営につき、メンバーの得手、不得手 

 もあり、出来ないこと、やりたくないことの無理強い は辞

 めてもらいたいとの意見があり、高齢化が進むクラブとし

 て特に留意すべきことと思われる：編集子注） 

４．審議・検討事項                

１）2022-23年度第二回クラブ総会に向けての審議 

   事項 

① クラブ役員人事について 

  ・現在空席の副会長（次期会長含み）の選任

について、候補を募ったところ自薦・他薦等なく、

次期会長は現会長（今城高之）が引き続き

務めることで合意し、次回クラブ総会に諮る。  

  ・次年度クラブ役員の選任について、副会長（次

次期会長含み）は鈴木茂に引き受けて頂ける

こととなり、合意し次回総会に諮る。 

    ・書記、会計、監事は未定とし、役員会で候補を

選出して次回クラブ総会に諮る。 

② 湘南・沖縄部監事候補者の推薦について 

  ・今城が次期会長となった場合、部監事を務める

ことの整合性に疑義が呈された。今城ワイズの就

任が不可能の場合は、辻剛ワイズを、健康状況

を勘案して、リモート出席の可能性が受け入れる

ことを条件に推薦する。 

２）ウクライナ支援活動について 

● 新たに開始しようとしている取り組みとして、手織りマ

フラーの作成と現地への送付方法について話し合っ

た。 

● 当初は、現地の一般人でマフラー等を必要とする人

に送ることを考えており、在ポーランドの「倉庫」宛に

送ることが検討されたが、YMCA担当者によると、倉

庫宛の物資は、基本的に前線の兵士に届けられる

とのことで、当方の趣旨にそぐわないため、日本（神

奈川）に避難中のウクライナ人に届けることとし、横

浜YMCAを通して行う。（クラブとして気持ちが伝わ

るように会って手渡したい。） 

３）年度後半のクラブ活動について 

● クラブ会長の役割を見直し、担当・責任の分散を図

ることを検討する。 

● 会長より、現在の事務例会の在り方を見直したいと

の提起があった。全員参加の事務例会は、必要に

応じて行うなど見直す。 

５．その他 

 YMCAより、チャリラン支援金による「You＆Iコンサー

 ト」への支援金８万円が入金された旨報告があった。

 （YMCAに感謝）今後、コンサート会計への振り替 

 えを行う。  

６．行事予定 

 １/18（水）ＴＫＢ  

  誕生日カードつくり、手織りマフラー作業 

 １/27（金）本例会（クラブ総会）卓話   

2/11（土）ＹＭＣＡ会員大会 

７．黙祷・閉会点鐘 

 閉会後は中華レストランにて会食。 （9名参加） 

《例会報告》               2023年1月度事務例会報告           報告者：岡田 美和 

例会出席者 10名 在籍会員数 16名 

 メンバー 10名 月間出席者 10名 

 ビジター 0名 メーキャップ 1名 

 ゲスト 0名 月間出席率 69％ 
    

各種記録 当月実績 年度累計  

 スマイル 0円 30,000円  

（12月実績）  ※例会は事務会例会 

《トピックス》 横浜YMCAクリスマス礼拝 

12月17日〈土〉、恒例の横浜YMCAクリスマス礼

拝が横浜海岸教会で開催され、当クラブより、鈴

木茂、横田孝久、今城高之・宏子各ワイズが出

席しました。1872年に設立された最古の我が国

プロテスタント教会で、この地から横浜YMCAが生

まれ育ったという、由緒ある場所でのクリスマス礼

拝は大変趣のあるものでした。礼拝後にはハンドベ

ルの演奏があり、荘厳なクリスマスの雰囲気に包ま

れた素晴らしいひと時でした。（TI) 
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 早いもので、4月から横浜に来て10か月目を迎えていま

す。私は2022年1月スタートの3年間が1冊となった「3年

手帳」を使っています。1月のカレンダーから、ちょうど1年前

の今日に何をしていたかを振り返られるのですが、横浜出

向の準備をしていた記録が残っており時間の経過の早さを

感じていました。 

さて、北YMCAでは、11月、12月に近隣の中学校から

6名の職場体験を、今月は横浜YMCA学院の作業療法

科の2名の実習生を受け入れました。昼食休憩を早く切り

上げ、平和のハトの切り抜きをしてくれた中学生、じっとして

いることが苦手で走り回ってしまう幼児さんの前で、一生懸

命準備体操をした専門学生など、初々しい姿が印象的で

した。 

私はこのような職場体験や実習生を受け入れる時に心

がけていることが2つあります。それは、担当でなくとも必ず1

日1回彼らに声をかけること。そして、自分が楽しく仕事をし

ている姿を見せることです。眉間にシワを寄せてPCを見てい

たり、ため息をついていたりしては、世の中のイメージにあるよ

うな「仕事は面白くないもの、辛いもの」と思わせてしまうから

です。 

2002年1月、学生課で見かけた「世界を見つめ、地域

に生きる」と書かれたYMCAのパンフレットに興味を持ち、採

用説明会に参加しました。そこでは、嬉しそうにYMCAの歴

史や活動を説明する主事を見て、「こんなに仕事について

楽しそうに話す大人がいるのか」と驚き、魅了され、この団

体で絶対に働きたいと直感的に感じました。 

 次代のリーダー育成はYMCAの重要な働きの1つです。

子どもたちに優しくかける言葉がけ、できた時のハイタッチ、

子どもの今日の頑張りを保護者と一緒に喜ぶスタッフの様

子に、今回YMCAで活動された学生が、将来の仕事のワ

クワクや喜びを少しでも感じてもらえたらなと願っています。

2023年もどうぞよろしくお願いいたします。（太田聡） 

（⒓月末で産休に入る井上さんを囲んだ集合写真） 

北 Y 便 り         横浜北YMCA 副館長 太田 聡 

《トピックス》     ＴKＢカード作り 

毎月1回、山元町の「みやま荘」「つばめの杜保育所」にお誕生

日カードをお送りしているＴＫＢの活動は、素敵な折り紙を作成し

て下さる林ひろ子さんのおかげで継続できています。お嬢様の第2

子出産のお手伝いのために長期にわたり留守にされる現在、すで

に3月の分までをご準備下さっています！本当に感謝です！ 

カード作りにかかる時間が軽減された中、新会員の大野さんから

のご提案でウクライナ避難民の方々に手編みのマフラーをお送りす

るプロジェクト（！？）がスタートしました。遠い彼の地にお送りす

る手段は困難で、途方に暮れていましたが、横浜ＹＭＣＡのご尽

力により、市内のケアプラザにおいて支援活動をしていらっしゃる会

につながることが出来、横浜近辺に避難していらっしゃる方々にお手渡しする機会が設けられることになりました。多くの方

が呼びかけに対して積極的に協力をしてくださり、たくさんのマフラーや帽子が集まっています。2月号で詳しくご報告できると

思います！ （今城宏子 記） 

（1月のカード） 
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《ご案内》  当クラブ1月例会で卓話をしてくださる山本美津子さんをご紹介します。 

34歳の時土方歳三が好きにな

り、歴史の本を読みあさるうち歴

史が少しは語れるようになりまし

た。現在は「中川歴史ウォーキン

グ」を主宰、歴史ブログ「歴史と素

適なおつきあい」を公開、篠笛とピ

アノ「からたちの花」という名で、演

奏活動もしています。 

～1月度例会～ 

日時 2023年1月27日（金）17:00～19:00 

場所 かけはし都筑（最寄り駅：市営地下節センター南駅） 

卓話講師 山本 美津子さん 

演題  「中世都筑の武将たち」 

《ご案内》 

横浜YMCAは、維持会員の学びの機会として、またYMCA活動の場、

ボランティア機会の紹介さらには、多文化共生、人権、平和について考

える機会として会員大会、ピースフォーラムを開催します。 

今回は、あの「機動戦士ガンダム THE ORIGIN」の原作者・総監督

である安彦良和氏をお招きし、「歴史から学ぶ戦争と平和」~人と人と

が、分かりあえる世界とは~と題する特別講演がありますので、皆様

奮ってご参加ください。 オンライン参加も可能です。 

 新しい年、手付かずの年、今までにないもの、

期待、希望、可能性 に満ちた年です。 友人を

作り、ワイズメンズクラブ国際協会が私たちに教

えてくれた 素晴らしい奉仕活動を継続する機

会に満ちあふれています。  

皆さまにとって、希望に満ちた、より幸せな新

年 となりますように。  

 1月は、エンダウメント基金（EF）の強調月

間です。新年を迎える にあたり、私たちの運動

の将来像を考えてみましょう。EFの目的は、 特

別なプロジェクト、エクステンション、運営補助、

そして潜在的 な危機のための準備金としての

資金を提供することによって、私た ちの運動の

ための大胆で明るい未来を確保することです。

必要な資 金を調達し提供することで、世界中

の加盟クラブを強化、拡大、発展させることを目

的としています。  

 国際選挙の投票が開始され、2023年1月

30日に締め切られます。 各クラブには、信頼で

き、私たちの運動に献身的なリーダーを選出 す

るようお願いします。国際憲法を守り、ワイズメン

ズクラブ国際協会の発展に貢献する優秀な代

表者が必要です。 

ワイズメンズクラブ国際協会 

   会長 K・C・サミュエル （インド） 

《国際会長新年のメッセージ》 
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